
四
人...！==一
韜：：：：：
！

（l）横切るのは

!

が水平に l
cost進んだときである。

が
水平方向の運動から考える。
水平方向は速さひ。costの等速運動をするので
K =ひ さ よ り

l c o s t = ひ 。 C o s t . t
：.t二世，、
（イ）

（2） Aの鉛直方向の運動は初速度0で加速度gの
等加速度運動である。
八店_た.in.鑿籏tag

図より
は座標）= ls i nO - x

等加速度運動の式）にatなだより
x=0+ではで2でもを代入
x= Ig ( t）2

これを代入して
（は座標）=lsint-ITT.ee#
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回続き
（3） Bの鉛直方向の運動は初速度で。sin4で上向きに
投げだす運動であることに注意して計算する、

八

u s

in※！！！'
𣟧2ie.s c

どひ。 t . t t aでより
は座標）= ひ。 s i n a . t t EGG）で 2t=Tt代入
=wsino.tt/i_eeeea

（4） Aにあたる前に地面に落ちてしまわない条件を聞かれている。

八

B_f.in？：
；ji;efj

このような軌道をとると、
地面に先にあたってしまう.
⇒ y>0ならあたらない

前問13）の解答を利用し、条件式Y>0を示すと、

ひ。sina.tn Ig（ぜ）>O
ひ。について解いて

u i > e t .：ひ。，選，
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TJ y

fit：
11） 斜方投射の計算で求める
四速さひ o Costの等速運動なのでつにひさより

）にひ。05日・七・・・の
2 - h o u r

回 初 速 度 a s in

"

の等加速度運動なので

x =ひ 。 t . t taでより
Y=ひ。sina.ttでは）で

⇒ はひ。が2A.t-ee.ae
（2）

八

E-xeetan_9.se
負の値

左 図 が

「Y........-_-..（x.は）
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囮続き
（3） 30式に10.2〇式を代入して

ひ。s ina .tn Igで-_-ひ。cosA t . t a n O
tについて解いて
t=2ひ。（5INA_etge.AT←これを答えとしてOK

変形して

た

#

はな雄）

⇐
msinoegeseososeie？
感法。※※

"

、

八
14） |点だ
上図より l c o s 0 = x な の で
l=ext2の式：x=ひ。Cos

"

・七を代入.

t.TO#ELaの答えを代入
e POSTE。280"は

!

」
問題文の関係式を用いて

e

Tieneihhsssf！；：：
たなどとすると=sina.to）がn(A、一日2）

とできる。

n e e d i e s t
：.たがが一T日tE，，選
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⑦ 続き
（5）前問（4）のlが最大となるOを解けばよい。
l = 6
日第たたない。｝※

ここが変数となり、1となるとき最大

sin（20+0）=1 を日について解いて
2 0 t o = 9 0 °

2A=9%0
i .たいこのときのl

を求めると
t E j t t
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回続き
* 別解がとても大切（13）C4））
は 座標軸の変換

G i g sint
U o

a s

inanity！鬭鑞
いないので。y'

加速度を分解
1 1

ひ。どこひ。cosばらど くー S T E P
介 長さlの向きにも軸をとる

S T E P③
初速度を分解

このように軸をとるとKid.Y'=0 と斜面にぶつかった
ときの座標を示せる.等加速度運動の式を立式すると.

The ）にひ。七十fat2より
もひ。，、t.tt a x で
もひ。cos(At

❤

.tt I g s i n a . t t . . . ④

I'D にひ。 t . t taでより
0=my・七 十 I tag）で
0=ひ。sin(Ot

!

t_ Ig oso.でい
⑤ より 七を求めると

O=ひ。sin（0+0）t I gcost.t.ttたが

"

いい解答
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囮大切な別解続き、
④ に tを代入して

たひ。cos（0+0）.t

"

tag si nH t

"

I

l=2で

!

9-eeottedfygeg.ee？
（o+o)el=tUfcos8.cosCe0tg%efg0）
et_Mfsineeailotel」

l = 2など！！な-_-。｛cosa.cos（0+0）t s i na . s in（0+

!

｝

f =
"10+※

!

｛cos8
（cost

c o s t s i n f o
+ sino(singsO t c o s t si n

a）
｝

l = 2では0-だ｛cosA(cos20+sin2

!

｝

f=fdntt.cos A ←14）の途中ででてきた式
H14）と同様に変形して

l = が な "，

"

「

然9_ge.lt）答え
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四 ・水に対する舟の速さ⇒水から見た舟の相対速度
という意味であることに注意しよう、

以下のように文字を設定する、

元々の舟の速さをひ。 （←解答では文字設定してない）

，

%

が後糙年8速さをひ舟（くーひ。とひの合成ベク
トルといえる）

｛水から見た舟の相対速度をひ水
→舟に解答ではひ水としている）

とぴ（水の流
れ）痱

"

邇
→濱
浦！！炉

が二歩の部分を
最小にしたいと
いう問題

t .
ひ水→舟がATに垂直になればよい

なので解答は
「ABに垂直な向き」となる𨷻魯州iiiiisij.......

！.。

"

i i i

*
（2） IT→利がIsi nA かつ s i nA = T t p なので
が水→舟にひ爾引_
［MS］

諱方の定理
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